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平成16年度決算を認定
　平成17年9月15日（木）に招集された第9回定例会は、議案14件、認定３件、推薦１件、決議２件

を審議し、９月30日に閉会した。

　一般質問は、ギンバル訓練場跡地利用関連やアスベスト問題等を中心に12人が質問をおこなった。

また、認定第1号、第２号、第３号の16年度決算に関する件は、議長を除く全議員で構成する決算審

査特別委員会に案件が付託され、一般会計、特別会計、水道事業会計の各会計に対し、各委員が質疑

を行い、９月30日の本会議にて認定された。

第9回　定　例　会

！！

一般

会計

歳　　入 7,126,991,550 円

歳　　出 6,956,928,685 円

特別

会計

国保歳入 1,505,918,131 円

国保歳出 1,413,937,705 円

有線歳入 23,848,530 円

有線歳出 22,338,173 円

老健歳入 1,006,123,064 円

老健歳出 979,240,845 円

収益的収入 273,184,137 円

〃　支出 296,813,000 円

資本的収入 45,515,434 円

　〃　支出 10,688,262 円

◎認定第３号（屋嘉地区簡易水道事業会計）

収益的収入 239,134,435 円

〃　支出 25,023,550 円

資本的収入 17,078,022 円

　〃　支出 30,505,226 円

◎認定第１号（一般会計・特別会計）

１．付託案件
認定第１号　平成16年度金武町一般会計・特別会計歳入歳出決算認定について

認定第２号　平成16年度金武町水道事業会計決算認定について

認定第３号　平成16年度金武町屋嘉地区簡易水道事業会計決算認定について

２．審査結果
認定第１号　認定すべきものとする

認定第２号　認定すべきものとする

認定第３号　認定すべきものとする

３．少数意見
留保なし

委員会報告書

◎認定第２号（金武町水道事業会計）
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一

般

質

問
※
質
問
・
答
弁
は
要
約

本
会
議
質
問
順
に
掲
載

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
に
つ
い
て

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
条
件
の

　

受
け
入
れ
報
道
は
事
実
か

町長

事
実
で
は
な
い

仲間　昌信 議員

仲
間
議
員　

九
月
十
日
の
新
聞

報
道
で
は
、
町
長
は
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ

最
終
報
告
で
示
さ
れ
た
ギ
ン
バ

ル
訓
練
場
の
返
還
に
伴
う
ヘ
リ

パ
ッ
ト
の
ブ
ル
ー
ビ
ー
チ
移
設

条
件
の
受
入
れ
を
固
め
た
と
あ

る
が
事
実
か
。

町
長　

報
道
内
容
に
つ
い
て
は

事
実
で
は
な
い
。
議
会
や
地
域

住
民
を
無
視
し
て
容
認
す
る
意

向
は
な
い
。

仲
間
議
員　

ヘ
リ
パ
ッ
ト
の
移

設
ポ
イ
ン
ト
は
。

町
長　

議
会
を
始
め
、
地
域
住

民
へ
説
明
し
、
判
断
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

仲
間
議
員　

地
域
住
民
の
不
安

を
払
拭
を
す
る
た
め
、
住
宅
地

域
か
ら
の
旋
回
禁
止
、
粉
塵
、

騒
音
被
害
等
の
問
題
を
日
米
両

政
府
、
沖
縄
県
、
金
武
町
で
基

地
の
使
用
協
定
を
結
ぶ
べ
き
で

は
な
い
か
と
思
う
が
。

町
長　

こ
の
件
に
つ
い
て
は
、

と
て
も
重
要
で
あ
り
、
議
会
や

地
域
住
民
の
意
見
を
聴
取
す
る

中
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

仲
間
議
員　

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場

の
返
還
面
積
と
地
主
数
は
。

町
長　

返
還
面
積
は
六
十
・
二

ク
タ
ー
ル
で
、
地
主
数
は

百
三
十
二
人
で
あ
る
。

仲
間
議
員　

島
田
懇
談
会
事
業

の
事
業
実
施
に
は
様
々
な
手
続

き
が
必
要
だ
と
推
察
さ
れ
る
が
、

そ
の
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
は
い
つ

ま
で
か
。

町
長　

返
還
は
日
米
特
別
行

動
委
員
会
で
の
決
定
事
項
で
あ

り
、
金
武
町
は
ど
う
す
る
ん
で

す
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て

い
る
。
ヘ
リ
パ
ッ
ト
問
題
が
進

展
も
な
い
ま
ま
現
在
に
至
っ
て

い
る
状
況
で
、
ギ
ン
バ
ル
訓
練

場
全
体
の
事
業
完
了
期
限
で
は

な
く
、
島
懇
事
業
の
タ
イ
ム
リ

ミ
ッ
ト
だ
け
が
押
し
迫
っ
て
お

り
、
十
九
年
度
ま
で
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
事
業
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
た
い
。

人
材
育
成
に
つ
い
て

明
確
な
目
標
が
な
い
が
、

　

方
策
等
の
見
直
し
は

教育長

各
事
業
目
的
に
応
じ
て

実
施
し
て
い
く

小波津　隆 議員

小
波
津
議
員　

教
育
の
目
標
は

人
を
育
て
る
こ
と
だ
と
思
う
が
、

学
校
教
育
を
終
え
た
後
で
も
人

材
育
成
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
で
行

わ
れ
て
い
る
。

　

金
武
町
で
は
、
人
材
育
成
に

つ
い
て
は
明
確
な
目
標
が
設
置

さ
れ
て
お
ら
ず
、
検
証
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築
も
さ
れ
て
い

な
い
。
実
効
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
方
策
等
の
見
直
し
を
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

教
育
長　

人
材
育
成
は
人
間
形

成
を
狙
い
と
し
た
も
の
で
あ
り

各
事
業
目
的
に
応
じ
て
実
施
し

て
い
く
。

小
波
津
議
員　

小
中
学
校
を
通

し
て
人
的
資
源
と
し
て
は
ど
の

よ
う
に
取
り
上
げ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

小
中
学
生
は
ま
だ
発

達
段
階
で
あ
る
の
で
、
様
々
な

体
験
を
し
な
が
ら
い
ろ
ん
な
も

の
を
吸
収
し
、
自
分
の
進
路
を

切
り
開
く
た
め
の
基
礎
づ
く
り

の
段
階
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま

た
、
学
校
教
育
に
お
け
る
人
材

育
成
は
そ
う
い
っ
た
体
験
で
視

野
を
広
め
る
と
い
う
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
様
々
な
体
験
を
通

し
て
自
分
の
人
生
を
切
り
開
い

て
欲
し
い
と
思
う
。

三
役
に
つ
い
て

助
役
二
人
体
制
に
す
る

　

考
え
は
な
い
か 

町長

今
後
検
討
し
た
い

小
波
津
議
員　

収
入
役
を
廃
止

し
、
助
役
二
人
体
制
に
す
る
考

え
は
な
い
か
。 

町
長　

基
地
問
題
も
含
め
、
島

田
懇
談
会
事
業
等
、
金
武
町
に

は
山
積
す
る
課
題
が
多
々
あ
る
。

助
役
二
人
体
制
に
関
し
て
は
重

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2

No.103平成17年12月14日 （金武町議会報）

3

No.103 平成17年12月14日（金武町議会報）



市
町
村
合
併
に
つ
い
て

分
収
金
割
合
は
ど
う
な
る
か

町長

現
在
の
比
率
を
堅
持

前 田　 修 議員

ハーベスター

要
な
こ
と
な
の
で
今
後
、
検
討

し
て
行
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

・
ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
の
跡
利 

用
に
つ
い
て

・
教
育
行
政
に
つ
い
て

前
田
議
員　

県
の
試
案
で
は
、

本
町
、
宜
野
座
村
、
恩
納
村
、

旧
石
川
市
で
あ
っ
た
が
、
旧
石

川
市
か
ら
本
町
に
何
ら
か
の
話

は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、
町
か

ら
合
併
の
相
談
を
し
た
こ
と
は

な
い
か
。

町
長  

町
へ
勉
強
会
等
の
話
は

あ
っ
た
が
、
町
か
ら
相
談
し
た

こ
と
は
な
い
。

前
田
議
員　

勉
強
会
の
内
容
は
。

総
務
課
長　

担
当
者
会
と
い
う

こ
と
で
、
当
時
の
石
川
市
の
総

務
課
長
、
本
町
総
務
課
長
、
宜

野
座
村
総
務
課
長
、
恩
納
村
総

務
課
長
の
四
名
で
課
題
を
出
し

な
が
ら
話
し
を
さ
れ
て
い
る
。

旧
石
川
市
は
、
法
定
期
限
内
の

合
併
を
目
指
し
て
い
た
が
、
三

町
村
は
そ
れ
に
と
ら
わ
れ
ず
長

期
的
な
考
え
で
話
を
し
た
い
と

い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

前
田
議
員　

三
町
村
の
合
併
に

つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

町
民
、
議
会
等
の
意
向

を
尊
重
し
、
両
村
の
動
向
も
見

な
が
ら
検
討
し
た
い
。

前
田
議
員　

本
町
で
は
、
分
収

金
に
関
し
て
、
旧
慣
条
例
に
よ

り
五
対
五
の
比
率
割
合
が
あ
る
。

ち
な
み
に
、
宜
野
座
村
が
六
対

四
、
恩
納
村
が
七
対
三
で
あ
る
。

合
併
協
議
会
を
立
ち
上
げ
る
段

階
に
は
、
本
町
の
比
率
割
合
を

堅
持
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
。

町
長  

基
本
的
に
は
、
現
在
の

比
率
を
堅
持
し
て
い
く
考
え
で

あ
る
。

道
路
新
設
に
つ
い
て

屋
嘉
エ
メ
ラ
ル
ド
タ
ウ
ン

　

サ
ン
ヒ
ル
ズ
屋
嘉
に
新
設
を

町長

整
備
の
可
能
性
を

今
後
調
査
す
る

前
田
議
員　

屋
嘉
の
エ
メ
ラ
ル

ド
タ
ウ
ン
と
サ
ン
ヒ
ル
ズ
屋
嘉

に
は
進
入
路
が
そ
れ
ぞ
れ
一
本

ず
つ
し
か
な
く
、
非
常
事
態
が

生
じ
た
場
合
、
混
乱
を
招
く
恐

れ
が
あ
り
、
安
全
確
保
の
観
点

か
ら
道
路
が
必
要
と
思
う
が
。

町
長　

道
路
整
備
の
可
能
性
を

今
後
調
査
す
る
。

前
田
議
員　

早
め
に
で
き
な
い 

か
。

東　寛治 議員

農
業
生
産
振
興
の
た
め
の

　

補
助
金
に
つ
い
て

収
穫
機
械
利
用

　

補
助
金
の
目
的
は

町長

さ
と
う
き
び
生
産
の 

維
持
・
拡
大

東
議
員　

さ
と
う
き
び
収
穫
に

対
す
る
機
械
利
用
補
助
金
の
目

的
と
ト
ン
あ
た
り
の
補
助
額
、

ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
収
穫
実
績
、

補
助
対
象
に
な
っ
た
農
家
数
は
。

町
長　

収
穫
労
働
負
担
と
作
業

時
間
の
軽
減
を
図
り
、
さ
と
う

き
び
生
産
の
維
持
・
拡
大
を
目

的
と
し
、
ト
ン
当
た
り
補
助
額

は
千
円
で
平
成
十
六
年
、
十
七

年
期
に
お
け
る
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー

の
収
穫
実
績
は
、
千
百
九
十
ト

ン
、
対
象
農
家
数
九
十
八
戸
で

全
体
収
穫
量
に
対
す
る
利
用
率 

は
五
十
二
・
九
％
で
あ
る
。 

東
議
員　

生
産
意
欲
を
高
め
る

こ
と
や
生
産
振
興
を
図
る
上
か 

ら
も
、
手
刈
り
農
家
に
対
し
て

も
補
助
金
を
交
付
す
る
こ
と
が 

適
切
・
公
平
な
処
置
だ
と
思
う

が
。

町
長　

現
段
階
で
は
考
え
て
い

な
い
。
手
刈
り
農
家
に
対
し
て

は
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
ー
の
利
用
促

進
を
図
っ
て
い
く
。

建
設
課
長　

調
査
を
し
な
い
と

道
路
の
線
形
等
が
決
ま
ら
れ
な

い
の
で
、
調
査
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
。

前
田
議
員　

是
非
、
調
査
を
急

い
で
地
域
住
民
に
応
え
て
い
た

だ
き
た
い
が
。

町
長　

早
急
に
で
き
る
体
制
を

考
え
て
い
き
た
い
。
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さ
と
う
き
び
採
苗
圃
の

　

設
置
に
つ
い
て

設
置
箇
所
が
一
部
に
偏
っ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
る
が

町長

各
区
の
状
況
・
意
向
を

確
認
し
検
討
す
る

2
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東
議
員　

苗
圃
の
設
置
が
一
部

に
偏
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら

れ
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い
地
域

は
距
離
的
・
時
間
的
に
不
公
平

感
が
あ
る
が
、
分
散
は
で
き
な

い
の
か
。

町
長　

中
川
、
金
武
、
並
里
を

一
地
域
と
し
て
中
川
区
に
、
伊

芸
、
屋
嘉
地
域
を
一
地
域
と
し

て
伊
芸
区
に
設
置
し
て
い
る
。

今
後
は
、
各
区
の
状
況
や
意
向

を
確
認
し
て
検
討
し
た
い
。

東
議
員　

採
苗
圃
の
委
託
面
積

は
。

町
長　

新
植
予
定
面
積
は
夏
植

え
が
中
川
区
が
百
八
十
五
ア
ー

ル
、
並
里
区
が
二
百
五
十
三
ア
ー

ル
、
金
武
区
が
百
三
十
六
ア
ー
ル
、

伊
芸
区
が
七
十
ア
ー
ル
、
屋
嘉

区
が
三
百
三
十
一
ア
ー
ル
。
春
植

え
が
中
川
区
が
七
十
四
ア
ー
ル
、

並
里
区
が
九
十
九
ア
ー
ル
、
金

武
区
が
百
十
六
ア
ー
ル
、
伊
芸

区
が
二
百
三
十
九
ア
ー
ル
、
屋

嘉
区
が
二
百
九
十
七
ア
ー
ル
で

採
苗
圃
委
託
面
積
は
、
夏
植
え

が
伊
芸
区
・
中
川
区
に
そ
れ
ぞ

れ
六
十
五
ア
ー
ル
、
春
植
え
が

伊
芸
区
・
中
川
区
に
そ
れ
ぞ
れ

五
十
五
ア
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
屋
嘉
地
区
簡
易
水
道
管
理

施
設
敷
地（
個
人
所
有
地
）

の
使
用
形
態
に
つ
い
て

嘉数　義光 議員

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
跡
地

　

利
用
に
つ
い
て

先
端
医
療
施
設
を
誘
致

す
る
こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は

町長

国
内
外
か
ら
旅
行
者
等

の
誘
客
が
図
ら
れ
る

嘉
数
議
員　

訓
練
場
の
跡
地
に

先
端
医
療
施
設
を
計
画
し
て
い

よ
う
だ
が
、
誘
致
す
る
こ
と
に

よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
。

町
長　

最
近
、
新
た
な
観
光
産

業
と
し
て
先
端
医
療
施
設
を
利

用
し
た
健
康
診
断
が
観
光
と

セ
ッ
ト
に
な
っ
た
ツ
ア
ー
が
行

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
行
え
ば
国
内
外
か

ら
旅
行
者
及
び
視
察
団
等
の
誘

客
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
併
せ
て
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
貢
献
で

き
、
雇
用
の
場
の
確
保
、
商
工

業
へ
の
経
済
効
果
も
図
ら
れ
る
。

嘉
数
議
員　

大
変
貴
重
な
ゴ
ホ

ウ
ラ
貝
が
表
採
調
査
で
発
見
さ

れ
、
隣
接
す
る
ギ
ン
バ
ル
訓
練

場
か
ら
の
発
見
も
期
待
さ
れ
る

が
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
は
い
つ

頃
入
る
予
定
か
。

社
会
教
育
課
長　

調
査
予
定

は
、
二
月
頃
か
ら
予
備
調
査
を

始
め
て
、
十
八
年
度
か
ら
二
十

年
度
で
調
査
を
し
、
二
十
一
年

度
に
報
告
書
を
作
成
す
る
予
定

で
あ
る
。

嘉
数
議
員　

跡
地
利
用
に
つ
い

て
地
権
者
へ
の
説
明
会
が
開
催

さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
内
容
は
。

基
地
跡
地
推
進
課
長　

跡
地

利
用
、
導
入
施
設
等
の
説
明
を

行
っ
た
。

嘉
数
議
員　

反
対
し
て
い
る
地

権
者
は
い
た
か
。

基
地
跡
地
推
進
課
長　

説
明
会

の
中
で
は
反
対
の
声
は
な
か
っ
た
。

嘉
数
議
員　

ギ
ン
バ
ル
は
数
々

の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
が
、

島
田
懇
談
会
事
業
の
予
算
は
ギ

ン
バ
ル
訓
練
場
以
外
に
使
い
道

は
な
い
の
か
。
ま
た
、
そ
の
検

討
も
し
た
か
。

町
長　

内
閣
府
等
と
も
調
整
し

た
が
、
事
業
メ
ニ
ュ
ー
は
当
初

の
段
階
か
ら
事
業
内
容
に
し
か

遣
え
な
い
の
が
補
助
事
業
で
あ

り
、
他
メ
ニ
ュ
ー
へ
の
切
り
替

え
は
出
来
な
い
。

外間現一郎議員

児
童
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

児
童
館
の
設
置
計
画
は

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

町長

町
内
各
施
設
で
機
能 

を
果
た
し
た
い

外
間
議
員　

町
民
か
ら
児
童
館

設
置
の
要
望
が
あ
る
が
、
計
画

は
あ
る
か
。

町
長　

本
町
に
お
い
て
は
、
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
保
育
所
、

中
央
公
民
館
及
び
各
地
区
公
民

館
等
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、
児

童
館
の
機
能
を
果
た
し
て
い
き

た
い
。

外
間
議
員　

具
体
的
運
営
方
法

は
あ
る
か
。

保
健
福
祉
課
長　

地
区
公
民
館

を
借
用
し
、
そ
こ
に
集
ま
っ
た

子
供
た
ち
に
指
導
、
育
成
を

町
が
人
材
を
派
遣
し
世
話
す
る

と
い
う
仕
組
み
で
あ
る
。
例
え

ば
、
公
民
館
に
遊
び
に
き
た
子

4
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2
2
2
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
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環
境
行
政
に
つ
い
て

過
去
三
年
間
の
一
日
の

　

ゴ
ミ
処
理
量
の
推
移
は

町長

11
ト
ン
〜
12
ト
ン

山城　清盛 議員

供
た
ち
に
体
育
館
等
を
使
っ
て

ス
ポ
ー
ツ
を
さ
せ
た
り
、
あ
る

い
は
図
書
室
で
本
の
読
み
聞
か

せ
等
を
し
て
、
子
供
た
ち
を
見

守
っ
て
い
く
。

外
間
議
員　

先
進
地
を
例
に
あ

げ
て
み
る
と
、
児
童
館
で
は
遊

具
等
を
使
っ
た
遊
び
や
一
輪
車

の
競
技
大
会
、
ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
を
行
い
、
放
課
後
の
保
護
者

が
来
る
ま
で
の
時
間
を
支
援
し

て
い
る
。
担
当
課
と
し
て
は
そ

れ
に
近
づ
け
る
様
な
具
体
的
な

計
画
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

保
健
福
祉
課
長　

放
課
後
、
保

育
所
の
門
戸
を
開
い
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
親
が
用
事
等
で
子

供
を
預
け
た
い
と
い
う
場
合
の

一
時
預
か
り
も
始
め
て
い
く
計

画
も
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
と
児
童
館
の
持
つ
目

的
は
重
な
っ
て
い
る
部
分
が

多
く
、
一
緒
に
や
っ
て
も
い
い

旨
の
記
載
が
な
さ
れ
て
い
る
。

我
々
が
知
恵
を
出
せ
ば
上
手
く

活
用
で
き
る
と
思
う
。

外
間
議
員　

そ
の
場
合
、
指
導

員
等
の
設
置
義
務
が
あ
る
と
思

う
が
、
有
資
格
者
か
、
現
在
の

職
員
で
対
応
す
る
の
か
。

保
健
福
祉
課
長　

有
資
格
者
で

あ
る
か
ま
で
は
法
律
で
は
問
う
て

い
な
い
。
現
在
の
職
員
で
は
な
く
、

新
た
に
雇
用
し
、
指
導
員
と
し

て
設
置
す
る
考
え
で
あ
る
。

山
城
議
員　

過
去
三
年
間
の
一

日
の
ゴ
ミ
処
理
量
の
推
移
は
。

町
長　

平
成
十
四
年
度
か
ら

十
六
年
度
の
三
年
間
で
、
一
日

当
た
り
十
一
ト
ン
か
ら
十
二
ト

ン
の
処
理
量
で
あ
る
。

山
城
議
員　

ゴ
ミ
減
量
化
、
リ

サ
イ
ク
ル
化
等
の
住
民
の
意
識

改
革
を
ど
の
様
に
図
る
の
か
。

町
長　

今
後
、
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー

ド
を
建
設
し
、
分
別
収
集
を
実

施
し
て
い
く
。
併
せ
て
、
ゴ
ミ

有
料
化
も
検
討
し
て
い
く
。

山
城
議
員　

過
去
に
キ
ャ
ン

プ
・
ハ
ン
セ
ン
か
ら
排
出
さ
れ

た
有
害
物
質
も
捨
て
ら
れ
て
い

た
と
思
う
が
、チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
。

町
長　

米
軍
の
ゴ
ミ
受
入
れ
に

つ
い
て
は
、
町
内
と
同
様
に
分

別
を
徹
底
さ
せ
収
集
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

山
城
議
員　

基
地
内
の
ゴ
ミ
処

理
量
は
把
握
し
て
い
る
か
。

生
活
環
境
課
長　

一
日
あ
た
り

八
・
二
ト
ン
で
、
ピ
ー
ク
時
に

は
十
ト
ン
を
超
え
る
場
合
も
あ

る
と
予
測
し
て
い
る
。
年
間
で

は
約
三
千
ト
ン
。

山
城
議
員　

米
軍
用
と
し
て
町

指
定
の
ゴ
ミ
袋
を
購
入
し
て
も

ら
う
等
の
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

今
、
金
武
町
・
宜
野
座

村
で
協
議
会
を
開
催
し
て
キ
ャ

ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
に
お
い
て
は
、

ゴ
ミ
袋
を
購
入
し
て
も
ら
う
か
、

ゴ
ミ
の
処
理
料
金
を
と
る
か
検

討
し
て
い
る
。

山
城
議
員　

過
去
に
お
い
て
野

焼
き
を
し
て
ゴ
ミ
処
理
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
地
域
住
民
か

ら
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
身
体
へ
の

影
響
を
心
配
す
る
声
も
あ
る
が
、

住
民
検
診
を
実
施
す
る
考
え
は

な
い
か
。

町
長　

中
川
区
と
調
整
を
図
り

な
が
ら
十
八
年
度
に
実
施
す
る

予
定
で
あ
る
。

山
城
議
員　

責
任
を
も
っ
て
対

処
し
、
住
民
の
不
安
を
払
拭
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、

希
望
者
が
対
象
に
な
る
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

作
業
従
事
者

と
野
焼
き
を
し
て
い
た
頃
に
従

事
し
て
い
た
方
で
、
検
診
を
希

望
す
る
方
を
対
象
と
し
、
希
望

者
が
い
な
け
れ
ば
、
周
辺
住
民

の
方
で
希
望
者
を
対
象
と
す
る

考
え
で
あ
る
。

山
城
議
員　

基
地
内
の
ご
み
収

集
業
務
は
、
民
間
業
者
が
行
っ

て
い
る
と
思
う
が
、
地
元
業
者

を
優
先
す
る
よ
う
に
で
き
な
い

も
の
か
。

生
活
環
境
課
長　

収
集
業
務
に

つ
い
て
は
、
米
軍
が
町
に
委
託
す

る
方
法
と
、
一
般
の
業
者
が
収
集

す
る
方
法
が
あ
り
、
町
で
請
け

負
っ
て
い
る
業
務
に
関
し
て
は
雇

用
拡
大
の
面
か
ら
そ
の
方
向
で

協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

宜野座　栄 議員

水
質
環
境
に
つ
い
て

早
急
な
調
査
が
必
要
で
は

町長

環
境
基
準
に
基
づ
き

実
施
す
る

宜
野
座
議
員　

露
天
で
の
ゴ
ミ

焼
却
、
米
軍
演
習
等
に
よ
る
環
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地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て

災
害
発
生
時
に
備
え
た

　

計
画
や
取
り
組
み
は

町長

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て

災
害
本
部
を
設
置
し
て
い
る 伊藝　武吉 議員

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

境
汚
染
は
な
い
か
。

町
長　

平
成
十
一
年
度
か
ら
金 

武
町
ゴ
ミ
処
理
場
か
ら
河
川
に

流
出
し
て
い
る
浸
出
水
の
水
質

及
び
底
質
調
査
を
実
施
し
、
全

て
基
準
内
の
数
値
で
あ
っ
た
。 

宜
野
座
議
員　

掘
り
起
こ
し
を

し
て
調
査
を
す
る
考
え
は
な
い

か
。

町
長　

既
存
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て 

は
前
面
に
堰
を
設
け
、
不
透
水

層
ま
で
矢
板
を
打
ち
込
み
、
溜

ま
っ
た
水
は
新
規
水
処
理
施
設

で
処
理
を
行
い
、
雨
水
が
入
り

込
ま
な
い
よ
う
に
キ
ャ
ッ
ピ
ン

グ
す
る
計
画
で
あ
る
。
掘
り
起

こ
し
を
し
て
の
ゴ
ミ
処
理
は
考

え
て
い
な
い
。

宜
野
座
議
員　

五
十
年
、
百
年

先
の
子
々
孫
々
に
危
険
な
環
境

を
残
さ
な
い
た
め
に
早
急
に
調

査
し
、
対
策
を
講
じ
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
。

町
長　

既
存
ゴ
ミ
処
理
場
、
新

規
最
終
処
分
場
、
新
規
ゴ
ミ
焼

却
施
設
が
整
備
さ
れ
た
場
合
、

周
辺
の
水
質
及
び
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
等
に
つ
い
て
、
環
境
基
準
に

基
づ
き
調
査
を
実
施
し
、
監
視

に
努
め
て
い
き
た
い
。

宜
野
座
議
員　

掘
り
起
こ
し
は

せ
ず
、
後
に
建
設
さ
れ
る
施
設

で
処
理
し
て
い
く
と
の
こ
と
だ

が
、
座
間
味
村
、
渡
名
喜
村
の

よ
う
に
、
無
公
害
化
出
来
る
よ

う
な
施
設
の
こ
と
か
。

生
活
環
境
課
長　

座
間
味
村
の

施
設
に
つ
い
て
は
、
当
局
も
視

察
を
し
て
い
る
が
、
本
町
で
計

画
し
て
い
る
の
は
焼
却
炉
で
は

な
く
、
最
終
処
分
場
で
あ
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
ヘ
リ
パ
ッ
ト
移
設
に
つ
い
て

伊
芸
議
員　

自
然
災
害
が
突
発

的
に
多
発
し
て
い
る
が
、
緊
急

時
に
備
え
整
備
計
画
を
急
務
に

立
ち
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
が
、
そ
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

金
武
町
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
町
長
を
本
部
長
と
す

る
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
て
、

対
処
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

暴
風
警
報
が
発
令
さ
れ
る
な
ど

災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場

合
に
は
、
対
策
本
部
を
設
置
し

て
い
る
。

伊
芸
議
員　

国
で
は
、
中
央
防

災
会
議
を
開
催
し
て
い
る
が
、

中
央
か
ら
市
町
村
へ
何
ら
か
の

説
明
等
は
な
か
っ
た
か
。

総
務
課
長　

な
か
っ
た
。

伊
芸
議
員　

金
武
町
の
場
合
は

伊
芸
、
屋
嘉
、
中
川
の
一
部
、

並
里
福
花
、
武
田
原
は
低
地
帯

で
あ
る
の
で
横
の
連
携
を
取
っ

て
、
対
策
を
講
じ
る
考
え
は
。

総
務
課
長　

伊
芸
、
屋
嘉
、
中

川
の
海
岸
沿
い
の
低
地
帯
に
つ

い
て
も
実
施
計
画
等
を
作
成
し

対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
調
査
は

町長

調
査
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る

伊
芸
議
員　

公
共
施
設
、
住
宅
、

ビ
ル
、
そ
の
他
に
ア
ス
ベ
ス
ト

が
使
用
さ
れ
て
い
る
か
の
調
査

及
び
実
態
は
。

町
長　

町
が
所
有
し

て
い
る
公
共
施
設
の

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に

向
け
た
準
備
を
す
す

め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
一
般
の
住
宅

や
ビ
ル
等
に
ア
ス
ベ

ス
ト
が
使
用
さ
れ
て

い
る
か
は
把
握
し
て

い
な
い
が
、
必
要
が

あ
れ
ば
相 

談
窓
口

等
を
設
置
し
、
関
係

機
関
等
調
整
を
図
り

な
が
ら
対
処
し
て
い
く
。

伊
芸
議
員　

他
市
町
村
で
は
、

授
業
閉
鎖
ま
で
し
て
い
る
状
況

だ
が
、
町
内
の
状
況
は
。

教
育
長　

町
内
は
、
昭
和

六
十
三
年
に
中
川
小
学
校
が
ア

ス
ベ
ス
ト
を
撤
去
し
て
い
る
。

そ
の
他
、
金
武
公
会
堂
も
撤
去

し
て
い
る
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
跡
地
利

用
に
つ
い
て

役場３階機械室で発見されたアスベスト
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神里　幸雄 議員

仲間　政治 議員

ア
ス
ベ
ス
ト
の
実
態
に
つ
い
て

米
軍
基
地
施
設
建
設
・
解
体
に

伴
う
ア
ス
ベ
ス
ト
の
処
分
は

町長

施
設
局
に
情
報
開
示

を
求
め
る

仲
間
議
員　

町
が
常
時
使
用
し

て
い
る
施
設
や
民
間
の
住
宅
に

お
け
る
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
用

実
態
の
有
無
を
把
握
し
て
い
る

か
。

町
長　

現
在
、
町
が
使
用
し
て

い
る
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、 

ア
ス
ベ
ス
ト
調
査
に
向
け
た
準

備
を
す
す
め
て
い
る
。

仲
間
議
員　

米
軍
基
地
の
施
設

建
設
・
解
体
に
伴
う
ア
ス
ベ
ス

ト
を
ど
こ
に
処
分
し
た
か
施
設

局
に
情
報
の
開
示
を
求
め
る
べ 

き
で
は
な
い
か
。

町
長　

那
覇
防
衛
施
設
局
に
情

報
の
開
示
を
要
請
す
る
。

仲
間
議
員　

解
体
作
業
を
請

け
負
っ
た
の
は
、
町
内
の
下
請

け
、
孫
請
け
業
者
と
言
わ
れ
て

お
り
、
中
に
は
ア
ス
ベ
ス
ト
の

存
在
さ
え
も
知
ら
せ
ず
、
危
険

物
質
で
あ
る
こ
と
の
認
識
も
持

た
な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
て
い

る
と
思
う
が
、
健
康
被
害
と
ア

ス
ベ
ス
ト
の
行
方
を
調
査
す
る

用
意
は
あ
る
か
。

町
長　

基
地
内
の
解
体
作
業
を

請
け
負
っ
た
業
者
と
町
民
の
健

康
被
害
と
ア
ス
ベ
ス
ト
の
行
方

の
調
査
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
等
と
調
整
を
図
り
な
が
ら
対

応
し
て
い
く
。

仲
間
議
員　

過
去
に
も
同
じ

よ
う
な
問
題
が
あ
り
、
調
査
を

行
っ
て
い
る
経
緯
が
あ
り
、
把

握
し
て
い
な
い
と
な
る
と
職
務

怠
慢
に
な
る
が
。
各
課
説
明
を

求
め
る
。

学
校
教
育
課
長　

給
食
セ
ン

タ
ー
の
釜
の
周
辺
に
疑
わ
し

い
も
の
が
あ
り
、
サ
ン
プ
ル

を
と
っ
て
分
析
依
頼
を
し
て
い

る
。
学
校
関
係
で
は
疑
わ
し
い

の
は
な
か
っ
た
。

社
会
教
育
課
長　

教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
の
消
化
ポ
ン
プ
室
が
石

綿
で
は
な
い
が
、
断
面
に
吹
き

付
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。今
後
、

そ
の
物
質
を
分
析
し
、
ア
ス
ベ

ス
ト
の
含
有
率
も
調
査
す
る
必

要
が
あ
る
。

生
活
環
境
課
長　

火
葬
場
、

葬
祭
場
は
そ
れ
に
類
す
る
も

の
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
古

い
町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
建

設
時
の
材
料
承
認
願
等
の
記
録

が
残
っ
て
い
る
か
調
査
し
て
い

く
。

保
健
福
祉
課
長　

統
一
し
て
専

門
の
方
に
調
査
を
し
て
い
た
だ

き
、
結
果
を
待
ち
た
い
。

水
道
課
長　

事
務
所
の
ク
ー

ラ
ー
の
配
水
管
に
三
十
セ
ン
チ

ほ
ど
の
疑
わ
し
い
も
の
が
あ
っ

た
の
で
撤
去
し
て
い
る
。
浄
水

場
で
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

総
務
課
長　

総
務
課
で
取
り

ま
と
め
を
し
て
全
体
の
調
査
を

行
っ
て
い
く
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
の
返
還
に

伴
う
ヘ
リ
パ
ッ
ト
の
移
設
と

跡
利
用
問
題
に
つ
い
て

経
済
の
自
立
化
に
つ
い
て

那
覇
防
衛
施
設
局
長
の
発
言
を

ど
の
様
に
受
け
止
め
る
か

町長

重
く
受
け
止
め
て
い
る

神
里
議
員　

都
市
型
訓
練
施
設

に
絡
み
、
議
会
で
は
伊
芸
地
区

の
軍
用
地
返
還
を
求
め
る
決
議

を
行
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
那

覇
防
衛
施
設
局
の
西
局
長
は
、

｢

県
内
で
も
基
地
依
存
度
が
高

い
自
治
体
で
あ
り
、
大
変
な
覚

悟
と
受
け
止
め
て
い
る
。｣

と

述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は

軍
事
行
動
を
優
先
し
、
基
地
を

抱
え
る
自
治
体
の
悩
み
を
理
解

し
よ
う
と
し
な
い
政
府
の
姿
勢

だ
と
受
け
止
め
る
が
、
こ
の
発

言
を
ど
の
様
に
受
け
止
め
て
い

る
か
。

町
長　

重
く
受
け
止
め
て
い

る
。

神
里
議
員　

経
済
の
自
立
化
を

ど
の
様
に
認
識
し
て
い
る
か
。

ま
た
、
自
立
型
経
済
を
構
築
し

て
い
く
上
で
、
用
地
が
必
要
な

場
合
、
軍
用
地
の
返
還
も
あ
り

え
る
の
か
。

町
長　

長
い
時
間
を
経
て
作
ら

れ
た
町
の
経
済
状
況
を
す
ぐ
に

変
え
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
う

が
、
平
和
産
業
を
構
築
し
、
基

地
経
済
か
ら
の
脱
却
を
模
索
す

る
こ
と
は
次
の
世
代
に
対
す
る

責
務
で
あ
る
と
考
え
、
基
地
返

還
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
も
必

要
だ
と
考
え
て
い
る
。
現
在
進

め
て
い
る
ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
の

跡
地
利
用
計
画
は
、
基
地
の
整

理
縮
小
、
基
地
経
済
か
ら
の
脱

2
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2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
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2
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2
2
2
2
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2
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却
と
自
立
経
済
の
移
行
に
も
繋

が
る
も
の
と
し
て
期
待
し
て
い

る
。

神
里
議
員　

経
済
の
自
立
に
つ

い
て
は
短
時
間
で
達
成
で
き
る

も
の
で
は
な
い
と
思
う
が
、
日

本
政
府
の
言
い
な
り
に
な
ら
な

い
た
め
に
も
、
早
急
に
自
立
に

向
け
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長　

日
本
政
府
の
言
い
な
り

に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
こ
ち

ら
か
ら
物
を
申
す
体
制
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
る
。
大
切
な
こ 

と
は
一
丸
と
な
っ
て
行
動
で
き

る
か
と
い
う
の
が
政
府
を
動
か

す
要
因
で
あ
る
の
で
、
今
回
の

レ
ン
ジ
４
を
含
め
、
県
民
集
会

を
や
る
と
か
、
一
つ
の
行
動
が

出
来
れ
ば
政
府
に
対
し
て
も
意

見
は
伝
わ
る
と
思
う
。

神
里
議
員　

恩
納
村
の
大
学
院

大
学
に
絡
ん
で
、
金
武
町
と
し

て
事
業
展
開
が
あ
る
の
か
。

知名　達也 議員

レ
ン
ジ
４
都
市
型
訓
練
施
設

に
つ
い
て

訓
練
を
中
止
さ
せ
る
た
め
の

今
後
の
取
り
組
み
は

町長

閉
鎖
・
撤
去
を
求
め
る

知
名
議
員　

施
設
の
閉
鎖
・
撤

去
と
伊
芸
区
の
基
地
返
還
に
つ

い
て
ど
う
取
り
組
む
か
。

町
長　

 

日
米
合
同
委
員
会
に

お
い
て
、
レ
ン
ジ
16
に
近
接
す

る
既
存
の
レ
ン
ジ
に
代
替
施
設

を
教
建
設
す
る
こ
と
で
正
式
合

意
し
た
旨
の
報
告
が
那
覇
防
衛

施
設
局
か
ら
あ
っ
た
。
伊
芸
区

の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
引

き
続
き
施
設
の
閉
鎖
・
撤
去
を

求
め
て
い
く
と
同
時
に
、
移
設

作
業
が
一
日
も
早
く
進
め
ら
れ

る
様
に
関
係
機
関
へ
要
請
し
て

い
く
。

知
名
議
員  

移
設
ま
で
二
年
半

の
期
間
、
暫
定
使
用
を
行
う
と

思
う
が
、
伊
芸
区
の
基
地
の
返

還
を
訴
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長  

一
時
的
に
せ
よ
、
暫
定

使
用
に
つ
い
て
は
容
認
す
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
基
地
返
還
に

つ
い
て
は
、
地
元
の
方
々
や
財

産
保
全
会
と
も
相
談
し
て
い
き

た
い
。

金
武
小
学
校
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
に
つ
い
て

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の

要
請
が
あ
る
が

教育長

年
度
内
完
成
を
め
ざ
す

知
名
議
員　

金
武
小
学
校
の
障

害
児
を
持
つ
保
護
者
の
方
か
ら
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
要
請
が

出
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
。

教
育
長　

補
正

予
算
を
計
上
し

て
、
年
度
内
の

工
事
完
成
を
目

指
し
て
取
組
ん

で
い
く
。

知
名
議
員　

補

正
予
算
計
上
分
は
、
工
事
着
工

ま
で
か
。

教
育
長　

補
正
は
、
実
施
設

計
分
で
あ
る
。
工
事
期
間
は
約

三
ヶ
月
程
度
で
完
了
す
る
の
で
、

年
度
内
に
完
成
す
る
様
な
体
制

を
と
っ
て
い
く
。

知
名
議
員　

こ
れ
か
ら
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
行
い
、
地
域
に

学
校
を
開
放
し
、
障
害
を
持
っ

た
方
と
の
交
流
も
学
校
で
行
わ

町
長　

あ
る
程
度
プ
ラ
ン
ニ
ン

グ
が
見
え
て
き
た
の
で
、
調
査

を
行
い
、
本
町
と
関
連
す
る
な

ら
ば
、
又
、
逆
に
関
連
さ
せ
る

よ
う
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
す

る
か
と
い
う
こ
と
も
調
査
し
て

い
き
た
い
。 

神
里
議
員　

関
連
事
業
を
展
開 

し
て
い
く
上
で
、
用
地
が
足
り 

な
い
場
合
、
軍
用
地
の
返
還
も 

求
め
る
か
。 

町
長　

返
還
に
関
し
て
は
、
町 

だ
け
の
判
断
で
な
く
、
各
財
管

等
と
の
話
し
合
い
、
地
域
の

方
々
と
相
談
し
な
が
ら
判
断
し

て
い
き
た
い
。

名護市立東江中学校に設置さ
れているエレベーター

れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら

れ
る
。
ゆ
と
り
が
あ
る
よ
う
な

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
を
要
望

す
る
が
。

学
校
教
育
課
長  

先
進
地
域
の

東
江
小
学
校
、
中
学
校
、
国
頭

中
学
校
は
三
名
な
い
し
十
一
名

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
設
置
さ
れ

て
お
り
視
察
し
て
い
る
。
参
考

に
し
て
、
設
置
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
返
還
条

件
と
さ
れ
る
ブ
ル
ー
ビ
ー

チ
訓
練
場
へ
の
ヘ
リ
パ
ッ

ト
移
設
に
つ
い
て

・
公
共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト

使
用
の
有
無
に
つ
い
て 
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平成17年 第9回 金武町議会定例会附議案件処理結果

議案番号 提案日 件　　　　　　　名 提 出 者 議決日 議決結果

議案第 48号 17.9.20
平成 17 年度金武町一般会計補正予算

（第 3号）
町    長 17.9.21 原案可決

議案第 49号 17.9.20 金武町財政調整基金の処分について 町    長 17.9.21 原案可決

議案第 50号 17.9.20
平成 17 年度金武町国民健康保険事業

特別会計補正予算（第 1号）
町    長 17.9.21 原案可決

議案第 51号 17.9.20
金武町国民健康保険事業財政調整基金

の処分について
町    長 17.9.21 原案可決

議案第 52号 17.9.20
平成 17 年度金武町老人保健特別会計

補正予算（第 1号）
町    長 17.9.21 原案可決

議案第 53号 17.9.20
金武町附属機関に関する条例の一部を

改正する条例について
町    長 17.9.21 原案可決

議案第 54号 17.9.20
金武町特別職の職員で非常勤のものの
報酬及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例について

町    長 17.9.21 原案可決

議案第 55号 17.9.21
平成 17 年度金武町有線放送電話事業

特別会計補正予算（第 1号）
町    長 17.9.21 原案可決

議案第 56号 17.9.21
金武町有線放送電話事業財政調整基金

の処分について
町    長 17.9.21 原案可決

議案第 57号 17.9.21
平成 17年度金武町屋嘉地区簡易水道事

業会計補正予算（第 1号）
町    長 17.9.21 原案可決

議案第 58号 17.9.21
金武町国民健康保険高額療養資金貸付

基金条例の一部を改正する条例について
町    長 17.9.21 原案可決

議案第 59号 17.9.21
金武町診療所の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について
町    長 17.9.21 原案可決

議案第 60号 17.9.21
金武町法定外公共物の管理に関する条

例の制定について
町    長 17.9.21 原案可決

議案第 61号 17.9.21 専決事項の指定について
小波津　隆

外 6 名
17.9.21 可　　決

認定第１号 17.9.21
平成 16 年度金武町一般会計・特別会計

歳入歳出決算認定について
町    長 17.9.30 認　  定

認定第２号 17.9.21
平成 16年度金武町水道事業会計決算認

定について
町    長 17.9.30 認　　定

認定第３号 17.9.21
平成 16年度金武町屋嘉地区簡易水道事

業会計決算認定について
町    長 17.9.30 認　　定

推薦第 1 号 17.9.30 農業委員会委員の推薦 17.9.30 推　　薦

決議第９号 17.9.30 議員派遣決議
仲里　全孝

外 6 名
17.9.30 可　　決

決議第10号 17.9.30
ギンバル訓練場跡地利用調査特別委員

会の設置に関する決議

小波津　隆

外 6 名
17.9.30 可　　決
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ギンバル訓練場跡地利用調査特別委員会を設置

　第９回定例会において、ギンバル訓練場跡地利用調査特別委員会設置に関する決議が提出され、

採決の結果賛成多数で特別委員会を設置することとなった。

　本委員会は、ギンバル訓練場の開発に関する諸々の件を調査研究し、あるいは当局のプランを

検証し、跡利用計画がより意義あるものにして地域振興に反映させることを目的とし、今後、跡

利用のはりつけ事業の調査研究、滅失地・潰れ地等の状況等を調査していく。

　本委員会委員は下記の８名である。

委 員 長　　外　間　現一郎　　　副委員長　　小波津　　　隆

委　  員　　山　城　清　盛　　　委　　員　　仲　里　全　孝

委　  員　　嘉　数　義　光　　　委　　員　　宇久田　朝　仁

委　  員　　宜野座　　　栄　　　委　　員　　仲　間　昌　信

農業委員会委員の議会推薦決定!!

　農業委員会等に関する法律第12条第２項の規定に基づき、第９回定例会において下記の２名

を決定した。任期は３年間で平成17年10月1日～平成20年９月30日まで。

　　　　　　　　　　＊宮　里　貴　光　氏（金武町字金武164番地）

　　　　　　　　　　＊仲　間　安　幸　氏（金武町字金武4099番地10）

　平成17年８月18日（木）に招集された臨時会では、一般会計補正予算（第２号）、工事請負契約

締結について審議し、それぞれ可決しました。議決結果は下記のとおり。

第８回　臨　時　会

議案番号 件　　　　　　名 議案結果

議案第46号 平成17年度金武町一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第47号 工事請負契約締結について 原案可決

　平成17年10月27日（木）に招集された臨時会では、一般会計補正予算（第4号）、工事請負契約

締結について審議し、それぞれ可決しました。議決結果は下記のとおり。

第10回　臨　時　会

議案番号 件　　　　　　名 議決結果

議案第62号 平成17年度金武町一般会計補正予算（第４号） 原案可決

議案第63号 工事請負契約締結について 原案可決

議案第64号 工事請負契約締結について 原案可決

決議第11号 米軍再編に伴う北部地域への基地機能強化に関する反対決議 可　　決

決議第12号 米軍再編に伴う北部地域への基地機能強化に関する要請決議 可　　決
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総務財政委員会
研修期間：平成17年5月24日～5月27日

研 修 地：三重県玉城町、岐阜県山県市

研修目的：市町村合併に関する調査、

行財政改革の対策に関する

調査

産業建設委員会
研修期間：平成17年8月30日～9月2日

研 修 地：北海道上ノ国町

北海道松前町

研修目的：貝類の種苗生産に関する調査

教育民生委員会
研修期間：平成17年10月18日～10月21日
研 修 地：群馬県下仁田町、山形県小国町
研修目的：
q一般産業廃棄物最終処理場、リサイクルセン
ターの設備及び運営形態について

w少人数学級制度及び習熟度学習の成果、小
中高一貫教育の実施内容及び成果について

○要請決議手交先

那覇防衛施設局（西局長対応）

外務省沖縄事務所（堤副所長対応）

沖縄県知事（府本基地防災統括官対応）

沖縄県議会議長（野島局長対応）

○要請決議送付先

内閣総理大臣　　小泉　純一郎

外務大臣　　　　町村　信孝

防衛庁長官　　　大野　功統

防衛施設庁長官　北原　巖男

第10回臨時会

　平成17年10月27日に招集された臨時会で、米軍再編に伴う北部地域への基地機能強化に関する反

対決議、要請決議をそれぞれ全会一致で可決し、翌28日に関係機関へ要請決議の手交を行った。決

議内容と要請先は次のとおり。

米軍再編に伴う北部地域への基地機能強化に関する反対決議を全会一致で可決！！

各常任委員会の所管事務調査を実施
各常任委員会の所管事務に関する先進調査を実施しました。

沖縄県への要請

米軍再編に伴う北部地域への基地機能強化に関する要請決議

　在日米軍の再編協議に伴う基地の本島北部への移設集約、とりわけキャンプ・

ハンセンを含む周辺への中南部からの移設集約案に対して金武町議会は、反対の

意を表明する。

　在日米軍が金武町に駐留以来、軍人による事件・事故・殺人など枚挙に暇がな

いほど惹起し人権を蹂躙してきた。また、演習による山林火災・騒音・被弾・跳

弾・赤土汚染等の被害を被り理不尽な犠牲を強いられてきた。

　1995年に宜野湾市において開催された県民総決起大会では、85,000人余の県

民が結集し、人間としての尊厳を守るべく、沖縄に集中する米軍基地の移転と負

担軽減を、日米両政府に強く求めてきたところである。あれから10年を経過し

た今日でもなんら変わってなく、むしろ後退している。町土の約60％を米軍基地

が占め町民は、狭隘な場所での生活を余儀なくされている。

　在日米軍再編協議は、地元自治体をまったく無視して、頭越しに進められてい

る。町民の不安と不満が欝積するなか、日米両政府にとって地域住民の存在は如

何様に認識されているか疑問を抱かざるを得ない。取りざたされているキャンプ・

ハンセン演習場での陸上自衛隊第一混成団の訓練や那覇軍港の移設・牧港補給基

地の移設などは、北部への一方的な軍事基地の押し付けであり、未来永劫新たな

差別を生むことになりかねない。

　北部地域は、観光・教育・農業等、沖縄の将来を左右する可能性を秘めたとこ

ろであり地域振興に12市町村が真剣に取り組んでいる。

そのような中で北部地域を米軍基地の掃き溜めとすることは、断じて許すことは

できない。

　よって、金武町周辺の基地機能の強化と新たな基地の建設は、負担軽減にはな

りえず到底受忍できない。

　貴機関におかれましても、本町議会の反対決議を踏まえ、対応して頂くよう要

請する。

平成17年10月27日

沖縄県金武町議会
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